
     

No６  平成２３年５月９日（月） 

リーダー研修会が行なわれました。・・・４月２５日（月）１・２限 大会議室 

 

○生徒会役員９名と各クラス委員長１６名による生徒会活動関係の

研修会が行なわれ、今年度の取組について熱心に話し合われました。

先日の歓迎遠足は生徒会により、素晴らしいものとなりました。今

後も生徒会を中心に、全校生徒が協力して、生徒会活動を活性化し

ていってほしいと思っています。まずは、５月２４日（火）５・６

限の生徒総会が有意義な会となることを期待しています。 

☆クラスマッチ、「鈴懸祭」文化祭を成功させよう！ 

 

平成２３年度 部登録全校集会が行なわれ、３４の部にそれぞれが登録しました。 

○４月２５日（月）６限終了後、新体育館で部活動登録が行なわれ

ました。本校には、体育系１４、文化系１１、専門系９の合計３４

の部・同好会があり、活動が非常に盛んです。高校時代３年間を有

意義に過ごすために、部活動「全員加入」となっています。一生懸

命打ち込めるものがある生徒は、社会人としての基本をしっかり身

に付け、必ず、大きく成長することを訴えていきたいものです。 

☆体育系は、５月２８日（土）～３１日（火）が県高校総体です。 

 今年もきっと大活躍し、全国大会への切符を手に入れるはず。 

 

新体育館は各部大盛況でした 

 ☆「レギュラーではないけど、自分にしかできない役割がある。」元新体操部３年で唯一補欠だった 

  部員の言葉。その部員は、仲間のけが防止のため、補助係を務めるなど、裏方に徹したそうです。 

  思いやりの心が養われるのも部活動の魅力の一つです。「人間力」を大いに磨いてほしいです。 

 

平成２３年度商研主催県高校商業部会第１回役員会・理事会に出席しました。・・・２６日（火） 

○本年度、上村先生が商業理事になっています。役員会は９時過ぎから、理事会は１１時過ぎから午

後３時過ぎまで、宮崎市民文化ホールで開催されました。延べ５時間にわたって、本年度の商業教育

に取組について熱心に話し合われました。その中で話題になったことなどを紹介します。 

 ☆県立高校就職決定状況・・・平成２３年３月３１日現在  県全体 97.0％（昨年同期 95.1％） 

  商業：（県内）３７２ （県外）１５１ （合計）５２３ （就職決定率）97.9％（97.0％） 

  工業：    ３４０     ５０７     ８４７        99.3％（99.5％） 

  農業：    ２２５     １１７     ３４２        99.4％（96.1％） 

  福祉：     ３８      １５      ５３        94.6％（96.7％） 

 ※商業系は、県内就職希望が最も多い。日頃、生徒たちの服装容儀・礼儀作法・マナー・言動面な 

どを見ている企業に採用してもらうことになる。したがって、いかに常時指導が大切かである。 

 ☆激しい時代変化の中での商業教育について、求められるのは（新学習指導要領より） 

「地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う産業人を育成する」 

 ☆商業高校出身者の課題と問題点、及び改善の方策について 

  （課題）・異年齢層の同僚、顧客とのコミュニケーションに問題 

      ・商品を売るには、学び続ける意欲が必須 

      ・商業出身であるのに、経済に関する基礎知識に乏しい。 

  （改善）①各校の実態、地域の実態に即した「育てる生徒像」（個々の能力の伸長、キャリア教育） 

     ②基礎学力の定着・・・学ぶ習慣の必要性、働き始めても学び続けなくてはならない事実 

     ③資格取得後の次の一手・・・獲得した知識・技術を活用する。 

○平成２３年度宮崎県産業教育振興会第１回運営委員会において、企業の方の発言から。 

 「農工商の連携なしには、今後の産業の発展はない。」・・・総合制専門高校の取組が期待される。 

秀峰通信『啐啄』 



平成２３年度 第９７回宮崎県農業クラブ連盟総会が開催されました。・・・４月２８日宮崎農業高 

○農業関係の学科がある９校（本庄、門川、高千穂を含む）の２・３

年生の代表者（本校のみ１年生）が参加しました。本年度は、宮崎農

業高校が事務局です。農業クラブ活動は、歴史のある、大きな役割を

持ったものであり、生徒・教職員の誇りでもあるので、夢や希望をお

互いが語り合うことで、さらに発展させていってほしいとの話があり

ました。今年度の県連スローガンは、次の通りです。 

「集え我ら 農クの仲間 宮崎の未来を 明るく灯せ」高原高２年 

「若き力で 明日の農業に 情熱を注げ」宮崎農業高２年 

 

宮崎農業高校体育館での総会 

☆生徒が中心となった総会に初めて参加しました。しかし、せっかく県下から集まってきているの  

 に活発な意見の交換や交流の場がなかったのは残念でした。改善してほしいと要望を出しました。 

＜今後の日程＞ 

 ・第６２回宮崎県学校農業クラブ連盟大会   ６月２１日・２２日 宮崎農業高校 

 ・第５４回九州学校農業クラブ連盟発表大会  ８月２４日～２６日 沖縄県 

 ・第６２回日本学校農業クラブ連盟全国大会 １０月２５日～２７日 長崎県 

  

ゴールデンウィークが無事終了。・・・その成果を今後の大会等で期待！ 

○４月２９日（金）から５月５日（木）までの１週間、本校の体育系の部活動では、県内外で練習試

合や合宿を行なった部がありました。５月２８日（土）からの県高校総体に向けて、県内外の他校と

練習試合等を行なうことで、さらなる競技力のアップが図られたことと思います。機械部のようにロ

ボット製作のために学校内で頑張っていた部もありました。ともかく、移動や練習等でのけがなどが

なくて、この連休が無事終了してよかったです。 

 

学校内外での安全面に常に留意を・・・危険箇所はないか。けがの防止に努めているか。 

○４日（水）午後、東京都の高校で、サッカー部の練習試合を見学していた高校１年生が、倒れてき

た野球用ゲージの下敷きになって死亡したという悲しい事故が発生しています。ゲージはグランドに

面したフェンスに立て掛けられ、ひもで数か所を縛り固定されていたそうです。本校では、このよう

な事故の起きる危険のある箇所はありませんか。大事に至ることのないように、日頃から十分に管理

しておきたいものです。また、新年度になり、１年生も入部したこともあって、みんな張り切ってい

るせいか、部活動中のけがが少なくありません。準備運動は入念に行なう、練習に集中する、無理な

ことはせず、けが等に十分注意するなど、未然防止に努めたいものです。 

 

今月は「自転車の安全月間」・・・５月１日（日）～５月３１日（火） 

○自転車利用中の交通事故防止と自転車利用者による危険・迷惑行為の防止が目的で実施されていま

す。東日本大震災後、節電の行なわれている関東地方で自転車の無灯火や携帯を使いながらの運転に

よる歩行者との事故などが発生しているそうです。本校も自転車通学生が多いので、無灯火、傘差し

運転、二人乗りなど絶対にしないようにしてほしいと思います。<交通ルールの遵守とマナーの向上> 

春の全国交通安全運動・・・１１日（水）～２０日（金）※２０日は「交通事故死亡ゼロを目指す日」 

 

○５月６日（金）は、GW後の授業美でしたが、どの学年も欠席はほとんどなく、みんな元気に登校

し、授業や清掃などに一生懸命取り組んでいました。午前中に、今春、宮内庁に就職した I 君が、近

況を報告に来ました。先輩たちに恵まれて、頑張っているようで、スーツ姿がとても頼もしく思われ

ました。他の「秀峰一期生」も、それぞれの職場で順調に仕事を行なっているようです。 

○来週の１８日（水）～２０日（金）の３日間、中間考査が実施されます。県高校総体前ですが、高

校生の本分は、まずは勉強です。本年度は、勉強時間の確保のために、「部活動の下校時刻」と「テス

ト前の部活動時間の制限」の厳守に努めることになっています。生徒たちに、しっかり守らせ、十分

な準備をした上で、テストに臨むよう指導をお願いします。 


